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4年間とても楽しく過ごすことが出来まし
た。本当にありがとうございました。

経験して良かった事も多くありますが、
後悔も多い4年間でした。在籍学生は
後悔の無いように行動したほうが良い
ですよ。

今この刹那の愉悦に勝るもの無し！！

部活や卒研等の様 な々経験から成長
できた4年間でした。大学生活色 な々こ
とに挑戦してみてください！

部活動は絶対入った方がいいと思いま
す。楽しく成長することが出来ました。

皆さんありがとうございました。在籍学
生の皆さん、「考」より「行」です。考えて
いるだけじゃ何も始まりません。

計画は立てるだけでは意味がないとい
うことを学びました。

本当にたくさんの方にお世話になり、多く
を学びとてもよい経験になりました！ありが
とうございました。

就活のインターン、国内国外の学会発
表と多くの経験ができました！6年間あり
がとうございました！！

遊び、勉強、就活、研究、学会、研究、学
会、研究、海外発表と濃密な6年間を過
ごすことができました。

周りの人に助けを乞うことは、恥ずかし
いことではない。生き抜く為には必要な
ことだ。

あっという間の4年間でしたが、あと2年大
学院に行きます。わーい！たーのしー！

発表する機会を多く頂き人に伝える難
しさはあったが、人前で話すことに慣れ
ることができました。

夢を歌おう　空に歌おう　ハジける物
語にしちゃいましょう。

あっという間の4年間でした。卒業後も
大学生活で培った多くの知識や経験を
生かして頑張っていきます。

大学生活4年間で大切だと思ったこと
は、期限に余裕があっても「早めに行動
する」こと。
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卒業生

全員メッセージ
名

奥村
研究室

卒業研究も大切ですが、就職活動は
悔いのないように行ったほうがいいで
す。双方中途半端だと痛い目を見ます。

大学の友人との邂逅などで、4年間の間
に一喜一憂ありましたがそこそこの家電
知識も学習できてよかったと思います。

頑張れ。

4年間の大学生活で、社会人に必要な
経験を積むことが出来ました。先生方あ
りがとうございました。

4年間とてもいい先生方に出会えてとても充
実した大学生活を送れてよかったです。

なぜか北海道に行くことになりました。

野球もしながら大学生活も充実できました。

今しか出来ないことを今のうちに、精一
杯楽しんでください。みんなにとっていい
大学生活でありますように。

自分が成長できたと感じる4年間でし
た。ありがとうございました。

先生方に長い間ご迷惑、お世話になり
ました。最後に良い発表が出来ました。
本当にありがとうございました。

たくさんの人に支えられてなんとか無事卒
業できました。皆さんも周りの人への感謝
を忘れずに大学生活を送ってください。

遊びやバイトもいいけど、早め早めに就
活や卒研に取り組んで、やることやって
から余裕をもって残りの学生生活を楽し
くおくってください。卒業まであとちょっと
だから気合いいれて頑張れ～‼

やるときやっておけばなんとかなると思う
から、4年間遊べるときに遊んだほうがい
いと思う！就活とかは就職課と先生に相
談して少し頑張ればなんとかなる！がん
ばってー。

バイトと遊び、研究と勉強のメリハリをつ
けて最後の学生生活を楽しんで下さ
い。単位は早めに取ると後が楽です。
就活頑張って‼

人前で話すのが苦手だった私を鍛え
てくれたのが学科イベントやKAIT未来
塾でした。スタッフなどで積極的に参加
して自分に自信を付けて就活を有利に
進めてください。

時間の余裕がある内に研究などやる
べきことを少しでも取り組んでみてくださ
い。そして、余計な不安を持たないで貴
重な学生生活を送ってください。それで
は、就活は周りの状況に流されないよう
に頑張ってください！

この4年間は濃密で貴重な経験をする
事が出来ました。良き友と良き師に出会
えた事に感謝しています。

仲間にも恵まれ、楽しい大学生活でし
た。4年間ありがとうございました。

泣くならやるんじゃない。

大学生活を振り返って、先生方に恵ま
れ、友人たちにも恵まれ、環境にも恵ま
れ、充実した4年間でした。

4年間いろんなことを学びました。これを
糧にこの先もがんばります。

4年間振り返って、辛いことや楽しいこ
とといろいろな経験ができ、成長できま
した。

4年間を振り返って、このH科に入れ、教
員に恵まれ友に恵まれ、就職先にも恵ま
れ、とても楽しい学生生活でした。

H科は仲が良く、楽しく過ごすことができ
ました。公私共に大変お世話になり、あり
がとうございました‼

多くの人の支えがあったことで6年間を
過ごせました。私は「人とのつながり」の
大切さを後生に伝えます‼

進路のことなどいろいろなことに相談に
乗ってくれて助かりました。

いろんな経験ができた大学生活でした。

4年はあっという間です。在校生の皆さ
んには残りの大学生活で何をしたいの
か何ができるのか、是非一度考えてみ
てください。

その学びが将来どう活かされるかたま
に考えてみてください。

大学4年間でどれだけ成長できるかは
自分次第。将来自分の自信につながる
ようにがんばろう。Boys be ambitious

大学生活を楽しんでください。

企業連携プロジェクトは授業の中で一
番良いプログラムだと思うので、手を抜
かずに企業の方との交流を頑張ってく
ださい。

優れた設備や施設があります。また、就
活に対して協力的で、学内での対策セ
ミナーもよく開かれています。

様 な々ことを学べ、4年次には苦楽を共
にする仲間と協力しながら成長すること
が出来ました。

H科の教授は良い人達ばかりだったの
で何不自由なく充実した大学生活を送
れました！

夜明けまで論文を書いたあの日は忘れ
ません。そのお陰でどんな辛いことも乗
り越えられる気がします。

充実した学生生活でした。ありがとうご
ざいました。

短いようで、長い大学生活を通して多く
の人と知り合い、学ぶ事が出来き充実し
たキャンパスライフを送ることができまし
た。５年間ありがとうございます。

ひとつひとつの思い出を忘れずに、何事
にも前向きに挑戦し続けたいです。あり
がとうございました。

あっという間の4年間でした。ありがとう
ございました。

あっという間の4年間でした。自分のやり
たいことを全力で取り組んでみたら面白
い学生生活が送れると思います。

単位は重要であります。

たくさんのことを経験した4年間、あっと
いう間でした。ありがとうございました。

様 な々経験ができ、多くの事を学んだ4
年間でした。ありがとうございました。

この大学を自分で選んで通うことができ
てよかった。4年間ありがとうございました。

沢山の事を学べた四年間でした。あり
がとうございました。

6年間ありがとうございました。大学や大
学院で学んだことを生かし頑張って行
きたいと思います。
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教職員からのメッセージ

皆さんの人生にとって、かけがえのない学生時代をホームエレクトロニクス開
発学科で、共に学べた事を嬉しく思います誠実に、歩んで行ってください。

奥村　万規子　教授

卒業おめでとうございます。前途洋洋、光の未来へ、自信と勇気を持って進
め！素敵な人生を歩むことを祈る。

一色　正男  教授

ご卒業おめでとうございます。常に努力を惜しまず、しまったと思わないよう
に、何事にも必死に取り組んでください。

金井　徳兼  教授

道を歩ければ歩くほど広くなります。人生が努力すればするほど豊かになり
ます。どんどんチャレンジしてください。 

黄　啓新  教授

ご卒業おめでとうございます。諸君が工学士として社会に貢献できる人財に
なることを期待しています。

安部　惠一  准教授

ご卒業おめでとうございます。
これからは体が資本です！健康第一です！

三栖　貴行  准教授

卒業おめでとうございます。社会に出ても自ら学習する事を忘れずにがんば
りましょう。活躍を期待しています。

杉村　博  准教授

ご卒業おめでとうございます。チャレンジしてやり遂げた、あの喜びを忘れな
いでください。Keep learning ! 

山崎　洋一  准教授

可惜身命（あたらしんみょう）」と「温故知新（おんこちしん）」をいつも心に刻
んで、頑張ってください。

森　武昭  名誉教授

これからの人生、自分を信じて前を向いて頑張ってください。そして、時には今居る
仲間達といい時間を過ごせたらいいですね。皆様のご活躍をお祈りしています。 

丸田　智美  E/H科事務職員

卒業おめでとう。希望を持って前に進んで欲しい。仕事が趣味でも良いが趣
味が多いのもいいと思う。

高野　宏  技術職員

森谷　勇太

細谷　広海

飯島　貴裕

志田　匠

梶山　翔一

堀井　亮伸

松原　侃樹

原　笑

有馬　一貴

秦野総合高等学校

茅ヶ崎西浜高等学校

神奈川工業高等学校

𠮷原工業高等学校

多摩科学技術高等学校

伊勢原高等学校

神奈川工業高等学校

新潟明訓高等学校

大学院生

金子　将之

萓沼　健太

髙林　優稀

舎川　周平

光森　雄太郎

長瀬　澪生

齋藤　強

大学院生

富士北稜高等学校

宇都宮工業高等学校

宮崎南高等学校

神奈川工業高等学校

向の岡工業高等学校

厚木北高等学校

麻野　翔大

宇田　涼佑

出口　景悟

鈴木　紘夢

長岡　慶樹

井野　雅之

髙橋　正志

田岡　航

浅野　卓也

山田　幸宏

三上　佑生

齋藤　嵩人

藤井　光雪

綾部　速人

荒井　典裕

加藤　裕太

小川高等学校

紀北工業高等学校

横浜桜陽高等学校

飛龍高等学校

長野吉田高等学校

磯子高等学校

藤沢翔陵高等学校

藤沢翔陵高等学校

大学院生

大学院生

東京学園高等学校

横浜隼人高等学校

成瀬高等学校

伊志田高等学校

川崎北高等学校

津久井浜高等学校

髙野　和真

相原　真也

佐藤　直希

新海　拓也

中村　匡伸

林　智之

三代　翔平

山本　弥沙季

徳舛　豪優

三改木　颯太

小板橋　士

秋本　梨帆

佐藤　侑希

笠原　教宏

高遠　拓也

坂本　優大

総合工科高等学校

伊豆総合高等学校

茅ケ崎西浜高等学校

綾瀬高等学校

横浜隼人高等学校

相模田名高等学校

明秀学園日立高等学校

吉原高等学校

高浜高等学校

御殿場南高等学校

総合工科高等学校

東京高等学校

新潟西高等学校

野津田高等学校

平塚湘風高等学校

大学院生

梅田　柾

和田　直樹

横尾　智康

貝瀬　崚

江夏　吉彦

泉　貴大

横須賀　京介

磯部　譲

熊倉　悠介

藤本　健作

池田　将

山下　祥平

清水　賢人

久米田　鎮摩

塩澤　裕紀

総合工科高等学校

瀬谷西高等学校

光明学園相模原高等学校

厚木西高等学校

厚木西高等学校

府中東高等学校

津久井浜高校

桂高等学校

宇都宮工業高等学校

岸根高等学校

鹿沼東高等学校

横浜高等学校

綾瀬高等学校

上鶴間高等学校

勝田工業高校
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卒研論文テーマNo. メンバー

2016年度　卒業研究論文テーマ一覧
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飯島 
秋本 
相原
荒井　加藤　三上
志田
塩澤　久米田
久米田　塩澤
森谷
江夏　泉　横須賀
髙林　長瀬
松原
林　三代
新海
髙橋
三改木
堀井
小板橋
中村
井野
麻野　清水
梶山
池田　山下
齋藤　綾部
出口　鈴木
山本　佐藤
貝瀬　磯部
齋藤　舎川　光森　萱沼
細谷
徳舛 高遠
宇田
佐藤
熊倉　梅田　横尾　和田
藤井　髙野
原
長岡　田岡
藤本
笠原

テーマ名No. メンバー

2016年度　企業連携プロジェクトテーマ一覧

オリジナル3D野球盤
フルカラーLEDで絵を映し出すペンライトの製作
磁気センサーを用いたペット用自動ドアの製作
バスケット目覚まし時計の製作
スマートメータのデータを活用するアプリケーションの開発
スマートフォン搭載オリジナルHMDとカラービットを用い、通信電波の可視化をARで実現
スマートハウス構築Webマニュアル制作プロジェクト
ECHONET Liteによる家電制御とスマートメータ情報による電力の見える化をブラウザ上に実現
大規模災害におけるICT避難所管理システムの開発及び評価
モーションセンサを用いた身体差を超える対戦を実現する格闘技システムの開発
画像処理技術を活用したロボットシステムの製作 ～ロボット大会への挑戦～
CMOSセンサを使った新しい応用形態の提案
熱電変換モジュールを利用した学内消費電力補完のモデル化
新しいオーブンレンジのデザイン
新しいアイロンのデザイン
新しい空気清浄機のデザイン
予定管理機能を備えたコミュニケーションロボットの提案
ダイナミックヘッドホンの音質評価とコンデンサマイクロホンのダイナッミクレンジの改善
東南アジア向けの新型エアコンの提案
人の姿勢を判断し自動で調節する照明装置のモデル化
コードレス掃除機ヘッドの性能評価実験
揺らぐLED照明のマーケティング活動と製作

白井　田村（太）　深沢
小林（卓）　田代
石井　伊藤
森　山本　内山
竹内（陽）　西村　各務
栗原　吉田
杉山　若原
中村（慎）
赤坂　大曽根
加藤　酒井　沓澤
阿久根　海瀬
浅野　蛭間
中谷　川延
川内
中戸川
阪本
大島　保坂
田村（晃）　竹内（淳）
長谷川　小林（玖）
中村（光）　大西
林
福室　徳永　小泉　野中　鹿島

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22

ホームエレクトロニクス開発学科として今年で第6期生の卒業生となりました。今回のHE pressは卒業特別号として大学4年間の成果
卒業研究、企業連携プロジェクトの紹介、卒業生全員のメッセージと教員のメッセージを紹介します。

卒業記念特別号・
編集後記

（編集責任者　三栖貴行准教授）

　今年度4年生の皆さん、ご卒業おめでとうござい
ます。編集を終えてから全員の顔がすぐに思い浮か
ぶのは、個性豊かな面々が集まっていた学年だから
だと思います。編集担当者としてHE PRESSを作
り続けてきましたが、今年度卒業生は広報イベント
に参加する学生の割合が高く積極的な印象を受け

ています。イベント経験の豊かさが表れたのは卒業
研究発表会・ポスター会場の準備でした。養生テー
プの使用、動線の確保、レイアウトのチェック、段取り
良く作業する学生が多いと感じました。
　皆さんが社会人として困難にぶつかったとき、学
科教員に連絡を下さい。相談して下さい。厳しい言

葉を投げかけるかもしれませんが、皆さんの人生に
とって最良なアドバイスを頂けるはずです。
　大学を卒業してからの皆さんの人生が幸せに満
ち溢れたものになることを祈念し、駄文ではござい
ますが、卒業記念特別号の編集後記とさせて頂き
ます。

小水力発電の状況を確認するためのWebシステムの開発
アクリルレンズを使用したUV-LED光源による高演色・広配光照明の検討
スマートメータ情報の直観的理解をサポートする感情表出要素による節電システム
ティーバッティング用スウィングカウント装置の製作
省エネ促進のための電力の見える化機能を併せ持つ家電制御ツールの開発
気象情報APIを利用した「生活アシスト物干し竿」の開発
洗濯物自動折り畳みシステムの開発
太陽光発電システムの効率に関する検討
健康エネハベHEMS 用発電機として健康足踏み機
スマートタップを用いた生活見守りシステムに最適な家電の研究
日本語入力の効率化を図る同時打鍵手法
電動ブラインドのスラット色を交換した時の明るさ感への影響
ユーモアを有するサービスロボットによる図書館案内システム
センサを用いた生活環境の見える化の検討
USB充電池で点灯する電球型LEDの開発
光ファイバーを用いた太陽光照明の開発
和風LEDキャンドルデバイスの外装及び性能比較
照明機器を用いた雰囲気の可視化とNAOの話題提供による親子間の会話支援
LabVIEWを用いたスマートグリッドシミュレータの作製
筋電位センサを利用したコミュニケーションツールの製作
3D仮想空間を用いたスマートハウスコントローラ
残像を利用したLED表示システムの検討
擬似魚脱水率の改善に関する検討
家庭環境におけるコードレス掃除機の性能評価方法の検討
心理的影響を及ぼす「照明光色」の検討
心理状態に基づく照明光色制御システムの開発
IoTを用いたパソコン実習室におけるPC稼働状況管理システムの開発
ユーザ識別機能を持つ家庭用デジタルサイネージの開発
照射範囲を変更できるアクリル製可変型LED照明器具の製作
簡易小型恒温槽の製作と評価
雰囲気推定を用いたロボットによる自発的行動を促す目配せ表出
人を幸せにする生活IoT の研究
電磁誘導を用いた自転車用発電機に関する検討
ECHONET Lite規格書のオープンデータシステム
画像処理支援機能による自律型ロボットの製作
障害者向け聴覚ナビゲーションインターフェースの基礎的研究
LED照明の電源回路を含めた寿命推測技術の開発

　卒業研究発表会はポスター形式で行われ、発表テーマ数は全37件
でした。学外からの来場者は企業の採用担当者、特に4年生の内定先
の企業の方が約10名参加されていました。卒業研究を行った4年生が
1年間の集大成を来場者の皆さまに熱心に説明しており、成長の様子
が確認されました。
　本学科の卒業研究は実生活に繋がる研究が多く、来場された皆さ
まからも活発な意見交換が行われていました。今年度の来場者は企
業の採用担当者の方々が多く来場していたことも特徴的でした。無
事に全員が卒業研究発表会に参加することができ、今年度も良い卒
業研究発表会になりました。

　平成28年2月8日（水）に厚木商工会議所（5階501号室）
でホームエレクトロニクス開発学科の卒業研究発表会（9：
30～12：00）、3年生の企業連携プロジェクト報告会（13：
00～16：30）が実施されました。

卒業研究発表会

　企業連携プロジェクト報告会は口頭発表形式で、全22件の発表が
行われました。3年次に行われる企業連携プロジェクトは口頭発表、
報告書の作成など就職活動に活かせる内容が多く含まれています。
今年度は企業連携で非常勤講師を担当される先生方だけでなく、卒
業研究発表会と同様に企業の採用担当者の方が約20名参加されてい
ました。新卒採用を控えた3年生の口頭発表を見る機会は採用担当者
の皆さまに貴重な機会となったと考えます。
　本学科・集大成のイベントに強く興味を持っている企業が多いこ
とは今後の学科、全学的な採用活動を促すきっかけになればと期待
しています。さらに採用活動を積極的に促すために、当日の17：00
から4年生と3年生、関係者の皆さまおよび企業関係者の皆さまを含
めた全員で懇親会が行われました。3年生の就職活動が例年よりも早
い段階で高い内定率となることを期待しています。

企業連携プロジェクト報告会

2016年度卒業研究発表会・
企業連携プロジェクト報告会の開催！

卒業生によるポスター発表 学内外から多くの参加者が来場

学生による口頭発表 約20名の企業採用担当者が聴講


